一 草 をの ぞく 

あさま かざん いちぐう 

浅 間 火山の すそ 野に ある 高原の 一 隅に、 はなはだ 

けんそん 

謙遜な H という 温泉 場が ある。 ふとした 機縁から そこ 

で この 夏のう ちの 一 一週間 を 過ごした。 

避暑と いう、 だれもす る 年中行事 を かってし たこと 

のなかった 自分に は、 この 二 週日の 間に 接した 高原の 

夏の 自然界 は 実に 珍しい ものば かりであった。 その 中 

でも この 地方の やや 高山が かった 植物界 は、 南国の 海 

ベ に 近く 生い 立った 自分に は みんな 目新しい ものの よ 

うに 思われる のであった。 子供の 時分に 少しば かり 植 



カル ポロ ジ— の 本 を 読んだ ときに、 乾燥す ると 子房が 

はじけて 種子 を はじき 飛ばす ものの 特例の 一 つと して 

Impiatiens noli-tangere という ものが 引き合いに 出て 

ほうせんか 

いた。 イン パチ エンス は 鳳仙花の 類の 一 般 的な 名前ら 

しいが、 ともかくも 「かんしゃく」 である。 ノリ • タ 

ンゲレ は 「さわられ るの がいや」 である。 どんな 植物 

だか 知りたい と 思いながら、 ついつ いその ままに なつ 

ていた。 ところが、 ここへ 来て ある 朝 「黄つ リ ふね 草」 

を 見つけて、 図鑑と 引き合わせて みると、 なんと、 こ 

れ がすな わち 紛れ もない 「かんしゃく 持ちの さわるな 

草」 であった ので ある。 そこで さっそく その 有名な 実 



な 気がする。 人 を 苦しめ 泣かせる 行為 は 結局 自分 をい 

じめ 殺す 行為で あるよう な 気 もす るので ある。 

この 数日間の 植物界 見物 は 実にお もしろ かつ た。 

もっとも こんな こと は、 植物学 者、 あるいは 学者と ま 

では 行かず とも、 多少 植物 通の 人に とって は、 あまり 

にも 平凡な 周知の 事実で あるか もしれ ない が、 始めて 

しろ 1 つと 

知った まるの 素人に は 実に 無限の 驚異と、 従って 起こ 

る 無数の 疑問 を 提供す る ものである。 

こうして 秋草の 世界 を ちょっと のぞく だけで も、 こ 

の われわれの 身辺の 世界 は、 退屈す るに は あまりに 多 

くの 驚異すべく 歓喜すべき 生命の 現象 を 蔵して いるよ 



前の 七月 十三 日の 夜に は 哲学者の A 君と 偶然に 銀座の 

がま べにばな がら 

草巿を 歩いて 植物 標本 としての 蒲 の 穂 や 紅花 殻 を 買 つ 

たりした が、 信 州で は 八月の 今が ひと 月お くれの 

うらま レ 

盂蘭盆で、 今夜から 十七 日まで 毎晚 この 温泉宿の 前の 

広場で 盆踊りが あると いう。 

盆踊りと いえば 生来た だ 一度、 それ も 明治 三十 四 五 

年 ごろ、 土 佐の ある さびしい 浜べ の 村で 一 晚 泊まった 

偶然の 機会に 思いがけない 見物 をした だけで、 それ 以 

後に はつい ぞ 二度と は 見た ことがなかった。 そのころ 

に はこうい う もの は、 「西洋人に 見られる と 恥ずかし 

い 野蛮の 遺習」 だとい う ふうに 考えられて、 公然と は 



できない ことにな つていた ように 記憶す る。 それでも 

きふね じんじゃ 

都会 離れた この 浦里な どで は、 暗い さびしい 貴 船 神社 

の 森 影で、 この 何百 年 前の 祖先から 土の 底まで 根 をお 

ろした 年中行事が ひそ やかに 行なわれ ていた。 なんの 

罪 もない 日本 民族の 魂が 警察の 目 を 避けて 過去の 亡霊 

のように 踊って いたので ある。 それが このごろ では、 

国民 思想 涵養の 一 端と いうので あろう か、 警察の 許可 

を 得て、 いつのまにか 復旧され て 来たよう に 見える の 

である。 

H 温泉 旅館の 前庭の 丸い 芝生の 植え込み をめ ぐって 

じぐち あんどん 

電燈 入りの 地口 行燈 がと もり、 それ を 取り巻いて 踊り 



現代の 気分が 出ない というの であろう。 夜の ふける に 

従って 歌の 表情が 次第に 生き生きした 色彩 を 帯びて 来 

た。 手拍子の 音が 気持ちよ くそろ つて 来る の は 妙な も 

ので ある。 

十七 日 は 最終の 晚 だとい うので、 {ぁ のうち は 宿の 池 

の ほとりで 仕掛け花火 があった りした。 別荘の 令嬢た 

ふリ そです がた ひな さま 

ち も 踊り 出て 中には 振袖 姿 の 雛 様の ような の も あつ 

た。 見物人 も おおぜい 集まって 来た。 中には 遠くから 

自動車で 見に 来る 人 も あるら しか つ た。 

年の 行かない 令嬢が 振袖に 織物の 帯 を 胸高に しめて 

踊る のがなん と 言っても こういう 民族的の 踊りに はふ 



ところに 日本 文化の 特徴が あるか もしれ ない。 

あひる は 四 五日の 間に 目に 見えて 肥ったよう である _ 

そうして 一 日のう ちに は 何度と なく ヴェ ランダの 前へ 

来て、 ガ— ガ ー と 来意 を 告げる ので ある。 今に 秋風が 

音 ずれて、 われわれの みならず、 このへんの 人た ちが 

みんな 引き上げて 帰って しまった あとで も、 この あ ひ 

る はや はりだれ もい ない 明き 家の ヴェ ランダの 前へ 来 

て、 首 を 左右に かしげて、 小さな 丸い 目で のぞき 込み 

ながら ガ— ガ— と 鳴いて いるで あろうと 想像す るの は 

ちょつ とおかし くも あれば あわれで も ある。 

驟雨が 襲って 来る と あひる は 肩 を そび やかした よう 



な 格好 をして その 胸に くちばし を うずめた まま、 いつ 

まで もじつ としてい る。 雨の 落下の 流れに 対して あ ひ 

るに 可能な 最小な 断面 を 向ける ような 格好 をして いる _ 

科学 も 何も 知らない あひる は、 本能に 教えられて 最も 

合理的な 行動 をす ると 見える。 人間 はどう かする と 未 

熟な 科学の 付け焼き刃の 価値 を 過信して、 時々 鳥獣に 

笑われ そうな 間違い をして 得意に なつたり、 生兵法の 

大 けが をしても まだ 悟らない。 科学 は まだまだ、 とい 

うより はむしろ 永久に 自然から 教え を 受けなければ な 

らな いはず である。 科学の 目的と いえば もともと 自然 

から 学ぶ と いう ことより ほかに は 何物 もない はずで あ 



もしれ ない。 人間の 子供で も 時々 いじめ 苦しめ、 かつ 

いだり だました りする のが かえ つ て 現実の 世の中に 生 

きて 行く 道 を 授ける ことに ならない とも 限らない ので 

きりん じ お 

ある。 飲んだくれの 父の 子に 麒麟 児が 生い立ち、 人格 

者の むすこに のら くらが できあが るの も、 あるいは こ 

のへん の 消息 を 物語る のか もしれ ない。 

盆踊りな ども、 青年 男女 を 浮世の 風に あてる という 

意味で 学校な どと いう ものよ リ 以上に 人間の 教育に 必 

要な 生きた 教育機関 であるか もしれ ない ので ある。 

(昭和 八 年 十月、 中央 公論) 
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